
文化的謙虚さ

本研修は、文化的謙虚さ訓練/研修プログラム開発研究の一環として実施します。

JSPS科研費 JP24K05373の助成を受けています。
研究の趣旨をご確認のうえ、お申し込みください。



「 そ の人 ら し さ 」 を
尊重する支援 とは？？

ソーシャルワーカーとして働くなかで、さまざまな価値観、文化、背景、生活様式をもつ人と出

会います。「相手を理解しよう」「その人に寄り添おう」と努力します。でもどうしても、知らず知ら

ずのうちに、自分の「当たり前」や価値観を基準にして相手を判断してしまうことがあります。そこ

で大切になるのが、「文化的謙虚さ（Cultural Humility）」という考え方です。

文化的謙虚さとは、自分自身の価値観や思い込み、そしてワーカーとクライエントとの間にある

力関係に気づき、相手から学び続ける姿勢です。

この研修では、日々の支援場面を振り返りながら、私は「当たり前」をどのように捉えている？

「その人のため」と思っている支援は、本当にその人が望んでいるもの？自分の価値観や立場が、

相手との関係にどのような影響を与えている？多様な背景をもつ人と、どのように関係をつくって

いけばよい？といった問いを一緒に考えます。「正しい支援」を身につけるだけではなく、自分の支

援を問い直し、相手とともに学び続けるソーシャルワーカーへ。これからの実践を考える、初任者

のための研修です。

本研修は、文化的謙虚さ訓練/研修プログラム開発研究の一環として

実施します。 JSPS科研費 JP24K05373の助成を受けています。

【研修で一緒に考えること】

◼ 文化的謙虚さとは何か

◼ 私の「あたりまえ」を振り返るリフレクティブワーク

◼ 私の価値観が、支援にどう影響しているか

◼ 苦手だなぁと感じるクライエントとの関係形成

【こんな人におすすめです】

・ 自分自身の「当たり前」を振り返ってみたい方

・ 苦手なクライエントへの対応について考えたい方

・ ソーシャルワーカーの持つ「力」について考えたい方

ご参加をお待ちしております！
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